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[はじめに・目的]昨年の当学会において、我々

はポイント ・オブ・ケア型の血液ガス分析装置

GEMプレミアについて、 PaC02値の上昇に伴い測定

値の信頼性が低下することを報告した。今回は、

既知濃度の試薬(以下コントロール液)と犬の血

液を用い、仕様の異なる 2機種の精度を比較し検

討した。

[研究方法}今回検討した機器は、ポータブル血

液分析器i-STATで、比較対象には、 ABL505(ラジ

オメータ一社:以下ABL)を使用し、以下につい

て測定、比較・分析した。検討項目①は、組成の

異なるコントロール液(オルガノン・テクニカ社

製) 3種をシリンジにて吸引し、 i-STATのカート

リッジ、 EG7+とABLに注入した。以上を l標準

物質に7回ずつ行った。 測定項目は、 pH、P02、

PC02を求めた。 検討項目②は、 雑種成犬を気管内

挿管し、人工換気条件を調節することで測定項目

である、 pH、Pa02、PaC02を変化させた。その後

大腿動脈に挿入したカテーテルから 2本採血し、

ほぼ同時期に血液を注入した。検定方法は、 〈①

コントロール液〉添付書に記載されている22機種

の値を平均(これを標準物質平均値とした)し、

この標準物質平均値をABLやi-STATの測定値と多

重比較検定し、 P<0.05を有意差ありとした。

〈②雑種成犬の血液>ABLとi-STATとの測定値の

相関係数と回帰直線を求め、また、 Bias、

Precisionを求めた。

[結果]各標準物質平均値とi-STAT、ABLの7回

の測定結果を平均し、精度を比較した。まず、 pH

においては、 ABLの測定値は標準物質平均値と相

似した値を示した。しかし、 i-STATは全体的に平

均値より高値を示した。 P02は、標準物質Iでは

両機器ともかなりの高値を示した。また、 rr.m
では、 i-STATで有意差があるが、ほぽ平均値に近
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い値であった。 PC02は、 ABLは全体に若干低値を

示したが、 i-STATは、 pHやPOzと異なりコントロー

ル液1. rrにおいて有意差がなく、標準物質平均
値に近かった。犬の血液を用いてABLとi-STATの

pH、PaCOz、Pa02測定値の相関性は、 全ての項目

でr20.9以上の高い相聞があり、ポータブル血液

分析器でも従来からあるデスク・トップ型装置と

同様に高い信頼性があった。血液測定でのABLと

i -STATとのBiasとPrecisionは、各項目とも正常

値ではABLとi-STATとの差はなく i-STATは十分に

信頼性が高い分析器といえる。しかし、Pa02は測

定値の上昇に伴いPrecisionが他の項目と違い、

大きくなっている。

[考察]i -STATは、アナライザ一部と、ディスポー

ザブル・カートリ yジの2つの構成からなる。昨

年の検討したGEMプレ ミアでは、 PaC02でr20.92に

対し、 i-STATはr20.99と、測定精度が優れていた。

しかし、カートリッジは、この信頼性を高めるた

めに、冷所保存で、使用4時間以上前に室温に戻

す必要があり、緊急には不向きであると考えられ

る。なお、測定時間に約160秒を要するが、これ

は、検体注入後校正を行っているためである。

[結論1
l.i-STATは、標準物質平均値に比べ、 pH、P02と

も高値であったが、 PC02は比較的近似値で、あっ

た。

2.血液でのi-STATのpH、PaC02は、 ABLに比べ低

値を示した。一方、PaOzは測定値の上昇に伴い、

Precisionが大きくなった。

3.以上の結果から、 i-STATはABLと比較して多少

精度が低下するが、臨床使用上極めて有用であ

ると結論した。


